
住
民
と
の
対
話
が
課
題

福島町議会自己評価を発表

民
と
の
）
琴
扇
の
開
催
」

が
△
だ
っ
た
。

議
員
評
価
を
提
出
し
た
の

は
、
溝
部
議
長
と
金
沢
秀
一

副
議
長
、
滝
川
明
子
氏
、
平

野
隆
雄
氏
、
平
沼
昌
平
氏
、

要
田
棄
民
、
佐
藤
孝
男
民
、

安
藤
安
雄
氏
。

①
行
政
②
財
政
③
経
済
④

福
祉
⑤
教
育
⑥
そ
の
他
－
の

6
観
点
に
つ
い
て
、
自
身
で

具
体
的
な
項
目
を
挙
げ
て
評

価
し
た
。
そ
の
他
を
除
い
て

各
議
員
の
合
計
で
最
も
悪
い

評
価
の
「
さ
ら
に
努
力
が
必

要
」
が
比
較
的
多
か
っ
た
の

は
、
行
政
、
経
済
、
教
育
だ

った。結
果
に
つ
い
て
溝
部
議
長

は
「
一
定
の
水
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
が

も
っ
と
必
要
」
と
話
し
て
い

る
。
同
評
価
は
町
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
。
ア

ド
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ス
は
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（
小
泉
ま
や
）

喜
町
議
会
（
溝
部
幸
基
議
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
本
年
度
か
ら
取
り
組
ん

だ
議
会
と
議
員
の
自
己
評
価
の
結
果
を
発
表
し
た
。
全
国
の
町
村
議
会
と
比
戟
し

て
3
段
階
で
評
価
す
る
議
会
評
価
は
、
全
3
3
項
目
申
2
6
項
目
が
「
お
お
む
ね
一
定

の
水
準
（
○
）
」
で
、
「
一
部
水
準
に
達
し
て
い
な
い
（
△
）
」
は
5
項
目
。
「
討
論

者
数
」
と
「
議
会
報
告
会
の
開
催
」
の
2
項
目
は
「
取
り
組
み
が
必
要
（
▲
）
」

と
な
り
、
議
会
の
活
性
化
と
住
民
と
の
横
極
的
な
対
話
が
課
題
と
な
っ
た
。
町
諸

が
任
意
で
出
す
議
員
評
価
は
、
1
4
人
中
8
人
が
提
出
し
た
。

道
内
で
も
珍
し
い
試
み
。

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
そ
う
と
、
昨
年
3
月
の
定

例
会
か
ら
実
施
し
た
。
今
回

初
め
て
、
ュ
年
間
の
評
価
結

果
が
公
表
さ
れ
た
。

議
会
評
価
は
、
議
会
や
議

会
事
務
局
な
ど
に
つ
い
て
、

大
き
く
分
け
て
1
0
観
点
が
3
3

項
目
に
細
分
化
さ
れ
て
い

る
。
1
0
観
点
の
う
ち
、
す
べ

て
の
項
目
が
最
も
良
い
評
価

の
○
だ
っ
た
の
は
、
議
会
の

公
開
度
や
報
告
度
、
民
主

度
、
監
視
度
と
、
事
務
局
の

充
実
度
、
適
正
な
議
会
機
能

の
6
つ
。

△
が
み
ら
れ
た
の
は
議
会

の
専
門
度
の
う
ち
「
政
策
立

案
・
審
議
能
力
の
向
上
強

化
」
と
、
研
修
活
動
の
充
実

強
化
の
「
研
修
の
効
率
的
な

取
り
組
み
」
。
△
と
▲
が
混

在
し
て
評
価
が
悪
か
っ
た
の

は
、
議
会
の
活
性
度
と
住
民

■
十
㌦
二


